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研究成果の概要（和文）：本研究は、子宮頸部細胞診異常を指摘され、経過観察中に正常に戻る女性と病変が存
続し悪化する女性において、抗酸化物質摂取量や喫煙の有無による違いを明らかにすることを目的としている。
がん検診にて一度は子宮頸部細胞診異常を認め、３～４か月検診にて３回以上フォローされている者を対象と
し、受動喫煙を含む喫煙歴や抗酸化栄養素の摂取状況を調査した結果、子宮頸がんの前がんに当たるごく初期病
変（HPV感染～異形成）において、喫煙または受動喫煙患者では、禁煙患者に比べ病変の治癒遅延傾向が示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the differences in antioxidant intake and 
smoking status between women who were found to have abnormal cervical cytology and whose condition 
returned to normal during follow-up and those whose lesions persisted and worsened.The subjects were
 those who had previously had abnormal cervical cytology in a cancer screening test and were 
followed up at least three times with 3-4 month screenings.The results of investigating their 
smoking history, including passive smoking, and their intake of antioxidant nutrients showed that in
 very early lesions (HPV infection to dysplasia), which are precancerous for cervical cancer, 
smoking or passive smoking patients tended to have delayed healing of lesions compared to 
non-smoking patients.

研究分野：慢性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子宮頸がんのリスク因子として、ハイリスクHPV感染以外に、ピルの服用、性交渉頻度・パートナー数が多いこ
と、免疫抑制剤の使用、喫煙などが先行研究であげられており、喫煙に関しては受動喫煙でもリスクがあること
がわかっている。しかし、数年をかけて子宮頸がんとなる経過の中で、前がん病変の初期段階における喫煙の影
響を調査された研究はなかった。今回の調査にて、子宮頸がんの前がんに当たるごく初期病変（HPV感染～異形
成）の段階において、喫煙または受動喫煙患者では、禁煙患者に比べ病変の治癒遅延傾向が示され、子宮頸がん
予防において意義ある研究となったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、子宮頸がん発生のハイリスク因子として喫煙の関与が研究され、また抑制因子として抗
酸化物質（ビタミン等の栄養）の摂取が着目されている。子宮頸がん発生の促進因子である煙草
の影響と、抑制因子である抗酸化物質摂取の効果を調べ、子宮頸がん検診で子宮頸部細胞診が正
常であった女性、子宮頸部細胞診異常や、生検にて子宮頸部異形成と診断された女性を対象にア
ンケート調査を行い、経過観察中に正常に戻る女性、持続・悪化する女性との関連を調べる。子
宮頸部細胞診異常を指摘されたが、経過観察中に正常に戻る女性と病変が存続し悪化する女性
において抗酸化物質摂取量や喫煙有無の違いを明らかにし、子宮頸がん予防の生活方法を提案
する。 
 
２．研究の目的 
子宮頸部細胞診異常を指摘され、経過観察中に正常に戻る女性と病変が存続し悪化する女性
において、抗酸化物質摂取量や喫煙有無の違いを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）県内施設に定期通院する成人婦人で、がん検診にて一度は子宮頸部細胞診異常（ASC‐
US,ASC-H,L-SIL,H-SIL かつ HPV16or18、ハイリスク HPV 陽性）を認め、３～４か月検診に
て３回以上フォローされている者を対象とした。 
（２）データ収集として、自記式アンケートの実施（郵送法）および、細胞診診断の推移（電
子カルテ）を調査した。 
  ①自記式アンケート 
年齢、婚姻歴、出産歴、性パートナー数、ピル内服の有無、免疫抑制剤内服の有無、喫
煙歴（受動喫煙を含む）、抗酸化物質の摂取の有無と頻度について 
②細胞診診断の推移調査 
   子宮頸部細胞診異常指摘後の診断の推移について、定期受診時の細胞診結果を追った。 
 （３）本研究は、所属大学の倫理審査委員会の承認を受けて実施した。 
 
４．研究成果 
対象者は全員で 28 名であり、年齢・性パートナー数、ピル内服の有無、免疫抑制剤内服の
有無において、喫煙群（受動喫煙含む）・禁煙群で群間の有意差はなかった。 
喫煙群・禁煙群において、４か月以上細胞診異常が続いた群とそうでない群をカイ２乗検定
にて検定した結果、有意差は見られなかった（表１）。一方、７か月以上細胞診異常が続いた群
とそうでない群を検定した結果、喫煙群において有意に細胞診異常が続くことが多いと示され
た（表２）。 
 
表１．４か月以上細胞診異常が続いた群と３か月以内に正常化した群での喫煙群・禁煙群の差 

 

 

 

p＝0.226（Fisher） 
 

 
表２．７か月以上細胞診異常が続いた群と６か月以内に正常化した群での喫煙群・禁煙群の差 

 

 

 

p＝0.018（Fisher） 

 
 細胞診異常が４か月以上続いた者において、喫煙群と禁煙群でオッズ比を検定した結果、オッ
ズ比は 4、ｐ値は 0.13 であり有意差は認められなかった（表３）。しかし、同様に７か月以上細
胞診異常が続いた者おいて喫煙群と禁煙群でオッズ比を検定した結果、オッズ比は 10.8 となり、
ｐ値は 0.01 と有意差が認められた（表４）。 
 
表３．細胞診異常が４か月以上続いた対象における喫煙／禁煙のオッズ比 
４か月以上細胞診異常が続いた オッズ比 下側 95％ 上側 95％ ｐ値 
喫煙・受動喫煙／禁煙 ４ 0.66 24.3 0.13 

 喫煙・受動喫煙 禁煙 合計 

４か月以上 

細胞診異常が続いた（＋） 
9 人 9 人 18 人 

３か月以内に 

細胞診が正常化した（－） 
2 人 8 人 10 人 

合計 11 人 17 人 28 人 

 喫煙・受動喫煙 禁煙 合計 

７か月以上 

細胞診異常が続いた（＋） 
9 人 5 人 14 人 

６か月以内に 

細胞診が正常化した（－） 
2 人 12 人 14 人 

合計 11 人 17 人 28 人 



 
表４．細胞診異常が７か月以上続いた対象における喫煙／禁煙のオッズ比 
７か月以上細胞診異常が続いた オッズ比 下側 95％ 上側 95％ ｐ値 
喫煙・受動喫煙／禁煙 10.8 1.69 68.9 0.01 
 
 また、今回みられた症例として、10 年間の喫煙歴があった症例において 2019 年の細胞診異常
の結果を機に禁煙し、その後の経過にて早期に細胞診異常がなくなったものがあった。 
以上より、子宮頸がんの前がんに当たるごく初期病変（HPV 感染～異形成）において、喫煙ま
たは受動喫煙患者では、禁煙患者に比べ病変の治癒遅延傾向が示された。また、子宮頸がん予防
のためには、その前がんの初期病変の段階において、禁煙指導の重要性が示唆された。 
 
抗酸化栄養素（サプリメント）については、データ収集サンプル数がみたっていないため、今
後収集をすすめ、研究成果として学会発表・論文作成をすすめる予定である。 
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